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すべての権利は留保されています。 

本書の一部または全部を、当社の書面による許可なく、いかなる形式または手段によっても複製、

複写、転送することはできません。 

 

注意： 

購入された製品、サービス、または機能は当社の商業契約およびその条項に従うものであり、また

本書に記載の製品、サービス、または機能の全部または一部は購入または使用の適用範囲外になる

ことがあります。当社は、契約書に別段の定めがない限り、本書の内容について、明示または黙示を問

わず、いかなる表明または保証も行いません。 

本書は、製品のアップグレードやその他の理由により、随時更新されることがあります。別段の合意

がない限り、本書はガイドとしてのみ提供されており、本書に記載されているすべての記述、情報、およ

び推奨事項は、いかなる種類の明示的または黙示的な保証も構成するものではありません。 
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1. 設置前の準備 

Ming Ji Mini は半調整が必要な屋内用測温装置です。利用者がカメラの前で 0.5 秒以上立ち

止まることで、より正確な測温結果が得られます。  

1.1 設置場所の確認 

最大限の性能を引き出すために、必ず設置に関する以下の説明に従ってください。 

1) 可視光チャネルには十分な照度があり、逆光、強い反射、強い光の変化、遮蔽物、高温干渉を

避けることが求められます。 

2) 設置場所は、周囲から比較的隔離されている安定した場所にしてください。屋外または屋外に繋

がっている場所は避けてください。本製品は強風、電波障害、または振動を伴う環境には適して

いません。 

3) カメラの俯角は 15°未満にしてください。また、カメラを上向きにすることは推奨していません。 

4) 本製品に適した周囲温度は 0～40℃です。 

1.2 機器の準備 

ソフトウェアの操作については、映像分析ホストに接続するモニター、HDMI ケーブルとマウス、または

コンピューターをご用意ください。ライブラリインポートなどの一部機能は、コンピューターでしか実行できませ

ん。また Bluetooth ペアリングなどの一部機能はモニターでしか操作できません。詳しくは以降の説明を

ご覧ください。 
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2. 設置 

2.1 機器一覧 

製品が届いたら、以下のリストを見ながら機器の数を確認してください。 

表 2-1 Ming Ji Mini同梱品リスト 

S/N 製品 モデル 数量 ユニット 

1 映像分析ホスト MegBox-B2R-411-CW (INT) 1 個 

2 品質証明書   1 個 

3 保証カード   1 個 

4 Bluetooth アンテナ   1 個 

5 220V 電源ケーブル   1 個 

6 デュアルライトカメラ MegEye-TC1V-72DW-X3617 (INT) 1 個 

7 ブラックボディ Meg-HT-02-01 1 個 

8 イーサネットケーブル   2 個 

9 カメラ用電源ケーブル   1 個 

10 電源アダプター   2 個 

11 ドライバー   1 個 

12 梱包ケース   1 個 

13 装置内面ライニング   1 セット 

14 三脚   1 個 
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2.2 機器の設置 

梱包を開けると、以下のようにすべての機器が入っています。 

 

図 2-1 Ming Ji Mini 機器の説明 

機器の設置は、ブラックボディとデュアルライトカメラの組立て、カメラと三脚の組立て、機器の接続

の 3 ステップに分かれています。 

ステップ 1：デュアルライトカメラとブラックボディの組立て 

同梱のドライバーとネジを使って、ブラックボディをカメラに固定します。注意：この段階ではまだネジ

を完全に締めず、ブラックボディの角度を調整してから締めてください。レンズのモーターワイヤーが接続さ

れていることを確認します。  
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図 2-2 デュアルライトカメラとブラックボディの組立て 

ステップ 2：デュアルライトカメラと三脚の組立て 

三脚アダプターをカメラに固定してから、カメラを三脚に固定します。 

ステップ 3：機器の接続 

 

図 2-3 映像分析ホストのポートの説明 

1) ネットワークケーブルを使って可視光カメラを映像分析ホストの LAN ポートに接続します。 

2) ネットワークケーブルを使ってコンピューターを映像分析ホストの WAN ポートに接続します。 

3) HDMI ケーブルを使ってモニターを映像分析ホストに接続します。 

4) マウスを映像分析ホストの USB ポートに接続します。 

5) データケーブルを映像分析ホストから IR カメラの type-C ポートに接続します。 

6) 電源ケーブルを可視光カメラに接続します。 

7) 220V 電源ケーブルを映像分析ホストに接続します。 
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8) Bluetooth アンテナを映像分析ホストを接続します。 

すべてのケーブルを接続したら、カメラと映像分析ホストの電源を入れます。 

 

図 2-4 設置状態の図解 

3. 設定 

3.1 コンピューターの設定 

ソフトウェアにアクセスするには、コンピューターの IP 設定を行い、映像分析ホストと同じ LAN にする

必要があります。以下のようにコンピューターのコントロールパネルを開き、[ネットワークと共有センター]をク

リックします。 
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[ネットワークと共有センター]をクリックして、以下の画面に進みます。  

 

[アダプター設定の変更]をクリックして、以下の画面に進みます。 

 

ローカル接続の上で右クリックして[プロパティ]ボタンをクリックし、[インターネットプロトコルバージョン 4 

(TCP IPV4)]をダブルクリックして以下の画面に進みます。 
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以下の IP アドレスを入力します。 

IP アドレス： 192.168.1.200 

サブネットマスク：255.255.255.0 

3.2 ログイン 

Ming Ji システムの初期設定の IP アドレスは 192.168.1.9 です。初期設定のユーザー名は admin、

パスワードは admin123です。Google Chromeに 192.168.1.9 を入力してシステムのログイン画面に進み

ます。初回機器にログインする時は免責声明の文書をよく読み、[読んだ上で同意します]にチェックを入

れます。ユーザー名とパスワードを入力してシステムのトップページに進みます。複数のアカウントで同時に

システムを管理する必要がある場合は、[リソース] → [ユーザー管理]に進んで新規ユーザーを作成して

ください。 
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ログイン時にユーザー名とアカウント名が誤っている、ユーザーがロックされている等の情報が表示された

場合は、システム管理者に連絡してパスワードを変更してください。 

3.3 トップページ 

トップページには、可視光ビデオプレビューエリア、サーモグラフィープレビューエリア、リアルタイムキャプチ

ャ表示エリア、リアルタイム警告表示エリア、本日の通行人数と警告人数のリアルタイム統計が表示さ

れています。表示/非表示ボタンをクリックすれば、本日の通行人数と警告人数のリアルタイム統計を

非表示にできます。 
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4. 履歴 

4.1 キャプチャ履歴 

[キャプチャ履歴]をクリックしてキャプチャ履歴リストに進みます。リストはカードリスト形式で表示され

ます。各カードの表示内容には、キャプチャ画像、キャプチャ温度、キャプチャ時間が含まれます。体温が

不明の場合は体温不明と表示されます。 

 

カードをクリックしてキャプチャ詳細画面に進むと、全体画像、キャプチャ画像、登録画像の特徴、

体温、キャプチャ時間が表示されます。クリックで前のキャプチャ詳細や次のキャプチャ詳細を表示できま

す。 
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カードの左上の選択アイコンをクリックすると選択画面になります。1 件選択、複数選択、現在のペ

ージの全件選択、現在のページの選択をすべて外すことができます。選択した記録は削除またはエクス

ポートできます。エクスポートは CSV またはエクセル形式に対応しています。 

削除アイコンをクリックすると、現在のページまたは全部を削除できます。 
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4.2 アラーム履歴 

[アラーム履歴]をクリックしてアラーム履歴リストに進みます。リストはカードリスト形式で表示されます。

アラームは、マスク未着用、体温警告、ホワイトリスト警告の 3 種類があります。各カードの表示内容に

は、キャプチャ画像、ライブラリ画像、マスク未着用表記または体温、警告時間などが含まれます。 

 

カードをクリックしてアラーム詳細画面に進むと、全体画像、キャプチャ画像、警告タイプ、キャプチャ

時間が表示されます。クリックで前の警告詳細や次の警告詳細を表示できます。 
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5. リソース 

5.1 ライブラリ管理 

5.1.1 ライブラリリスト表示 

ライブラリ管理機能に進むと、デフォルトではライブラリリストが表示されます。リストには最大で 8 件

のライブラリが表示されます。リストには、ライブラリ名、登録画像数、失敗登録画像数、しきい値、ステ

ータス、備考、編集、エクスポート、削除が含まれます。 

 

[新規ライブラリ作成]をクリックして、新規ライブラリ作成画面に進みます。新規ライブラリ作成画面

では、ライブラリ名（必須）、識別しきい値（初期設定の識別しきい値は 90）、ステータスの有効化

と無効化、備考が含まれます。[確定]をクリックすると、新規ライブラリ作成が完了します。 
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ライブラリ名をクリックすると、ライブラリ詳細に進むことができます。 

 

この画面では、登録画像のリスト表示、登録画像の追加、一括インポート、すべてクリア、条件検

索機能が含まれます。 

[編集]をクリックすると、ライブラリ情報の編集画面に進みます。この画面ではライブラリ名、識別し

きい値、ステータス、備考が表示され、それぞれ変更することができます。 
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[削除]をクリックすると、このライブラリが削除されます。 

 

[エクスポート]をクリックすると、このライブラリが圧縮ファイルでエクスポートされます。氏名と備考が画

像の名前になります。 
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5.1.2 新規登録画像 

[登録画像の追加]をクリックして、[登録画像をドラッグまたは検索]をクリックし、アップロードする画

像を選択して氏名と備考を入力します。[保存]をクリックすると、登録画像の追加が完了します。 

 

画像は PNG、JPG、BMP 形式に対応しています。1枚のサイズは 4MB 以下にしてください。 

[一括インポート]をクリックすると、一括インポート画面になります。[ドラッグまたはクリックしてアップロ
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ード]をクリックして、アップロードする圧縮ファイルを選択します。[保存]をクリックすると、自動で一括登

録されます。 

 

圧縮ファイルは ZIP、TAR形式に対応しています。サイズは 1GB 以下にしてください。 

画像は PNG、JPG、BMP 形式に対応しています。1枚のサイズは 4MB 以下にしてください。 

一度にアップロードできる圧縮ファイルは 1 つまでです。最大で 50,000 枚のライブラリ画像をアップロ

ードできます。 

一括インポートする時、氏名_その他情報となります。氏名は氏名欄に、その他情報は備考欄に自

動で入力されます。その他の区切り記号がある場合は、すべて氏名欄に入ります。 

[すべてクリア]をクリックすると、このライブラリのすべての登録画像情報が消去されます。 
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条件検索 

検索条件にはライブラリ登録の開始・終了時間、氏名、備考があり、[検索]をクリックすると条件

を満たす登録画像情報が表示されます。 

5.2 ユーザー管理 

工場出荷時の初期設定のアカウントは、ユーザー名が admin、パスワードが admin123 です。システ

ムに入ると新規アカウントを作成できます。システムには 2 種類のユーザーロール、admin（管理者）と

user（一般ユーザー）が用意されています。admin にはすべての機能とシステムを設定する権限が与え

られています。user がトップページ、リソース、システムのみを閲覧でき、システム内ではパラメーターを設定

できます。 

5.2.1 ユーザーリスト 

[ユーザー管理]をクリックして、ユーザーリスト画面に進みます。この画面では、ユーザー名、ロール、氏

名、ステータス、備考、編集、削除が表示されます。画像のとおり、このユーザーはすでに有効になってい

ます。 
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[編集]をクリックして、ユーザー情報の編集画面に進むと、ユーザー名、氏名、ロール、有効化の有

無、備考を変更できます。 

 

[削除]をクリックすると、このユーザーが削除されます。 

条件検索 



 

 23 / 48 

検索条件にはユーザー名、氏名、ロール、備考があります。 

5.2.2 新規ユーザー作成 

[新規作成]をクリックします。 

 

新規ユーザー作成では、ユーザー名、パスワード、氏名、ロール、有効化/無効化、備考を入力する必

要があります。[確定]をクリックすると、新規ユーザー作成が完了します。 

6. システム 

6.1 システム設定 

6.1.1 言語設定 

中国語（簡体字）、英語、日本語の 3言語に対応しています。プルダウンメニューをクリックして言
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語を選択し、[変更を確定]をクリックして設定を保存します。[初期設定に戻す]をクリックすると、初期

設定の言語に戻ります。初期設定の言語は中国語（簡体字）です。 

6.1.2 時間設定 

時間設定は NTP サーバーの自動時刻校正と手動の時刻合わせに対応しています。NTP サーバー

アドレス（例：ntp1.aliyun.com）を手入力し、[変更を確定]をクリックします。手動の時刻合わせで

は機器の日時を選択できます。またタイムゾーンも選択することができます。 

 

6.1.3 警告設定 

6.1.3.1 ホワイトリスト警告 

ホワイトリスト警告は有効または無効にできます。警告音をカスタマイズすることもできます。 
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[カスタム警告音の選択]をクリックし、[クリックしてアップロード]をクリックして、アップロードする警告

音を選択します。 

 

カスタム警告音のファイル形式は mp3、acc、ogg に対応しています。サイズは 1MB 以下にしてくだ

さい。 

6.1.3.2 体温警告 

体温警告は有効または無効にできます。画像では有効になっています。 

 

体温警告しきい値の初期設定は 37.4度です。体温が 37.4度よりも高い時に自動で警告します。 

正常体温の通知音と異常体温の通知音は有効または無効にできます。カスタム警告音のファイル

形式は mp3、acc、ogg に対応しています。サイズは 1MB以下にしてください。 
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6.1.3.3 マスク未着用警告 

マスク未着用警告は有効または無効にできます。画像では有効になっています。警告しきい値の初

期設定は 50 になっています。備考：初期設定のしきい値は変更しないことを推奨します。変更する必

要がある場合は、技術サポートスタッフに連絡してください。 

 

マスク未着用の通知音は有効または無効にできます。また、警告音をカスタマイズすることもできま

す。[カスタム警告音の選択]をクリックし、[クリックしてアップロード]をクリックして、アップロードする警告

音を選択します。 

カスタム警告音のファイル形式は mp3、acc、ogg に対応しています。サイズは 1MB 以下にしてくだ

さい。 

6.1.4 Bluetooth設定 

Bluetoothは工場出荷時にペアリング設定済みのため、現場で他の設定を行う必要はありません。

Bluetooth 接続失敗と表示される必要がある場合は、ブラックボディ下面に記載の MAC アドレス

（例：12:23:45:78:90）を更新アドレスボックスに入力して[確定]をクリックすれば、Bluetoothの設定

が完了します。 

 



 

 27 / 48 

注意：Bluetooth 接続は固定間隔のポーリング接続です。機器の電源を入れてから 5～10 分お

待ちください。それでも Bluetooth 接続がうまくいかない場合は Bluetooth を設定してください。 

6.1.5 アルゴリズム設定 

アルゴリズム設定には、キャプチャモード、画像推薦モード、画像推薦ポリシー、画像推薦枚数、画

像推薦間隔、最小顔サイズ設定、背景画像品質、最高測定温度があります。 

 

キャプチャモードには全キャプチャモードと高品質モードがあり、初期設定では高品質モードになってい

ます。 

画像推薦モードにはキャプチャ画像のみ、背景画像とキャプチャ画像の 2 種類があります。初期設

定では背景画像とキャプチャ画像になっています。 

画像推薦ポリシーには定時画像推薦と最良画像推薦の 2 種類があり、初期設定では定時画像

推薦になっています。 

画像推薦枚数は、1、2、3、4、5、6、7、8、9、15、20、1,000,000 があり、初期設定のパラメーター
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は 20 になっています。 

画像推薦間隔の初期設定のパラメーターは 1秒になっています。 

最小顔サイズ設定の初期設定のパラメーターは 20 になっています。 

背景画像品質スコアの初期設定では 1 になっています。 

最高測定温度の初期設定のパラメーターは 45 になっています。 

注意：アルゴリズム設定の変更は慎重に行ってください。変更する必要がある場合は、技術サポー

トスタッフにご連絡ください。 

6.1.6 透かし設定 

透かしを設定すると、システムの表示画面に設定した透かし文字が表示されます。 

 

文字説明、フォントサイズ、透明度、レンダリング角度、レンダリング幅、レンダリング高さのパラメータ

ーが含まれます初期設定の各パラメーターは画像のとおりです。 

6.2 デュアルライトアライメント 

デュアルライトアライメントは工場出荷時にすでに行っていますが、現場で使用する際に再確認する
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こともできます。カメラから 2m 離れた場所に立ち止まり、可視光プレビュー画面とサーモグラフィープレビュ

ー画面（紫色のエリア）が完全に重なり合うようにしてください。紫色のエリアはドラッグして拡大・縮小

することで、同一の物体が可視光プレビュー画面とサーモグラフィープレビュー画面で重なり合うようにでき

ます。 

 

デュアルライトのアライメントが完了したら、赤外線ブラックボディフレームに縁側のブラックボディを選

択し、ブラックボディが縁側になるようにします。またブラックボディフレームの幅は約 1cm、長さは約 3cm

です。 

6.3 バージョン情報 

バージョン情報には、現在のシステムの各コンポーネントのバージョン番号が表示されます。機器番号、

製品バージョン、ファームウェアバージョン、アルゴリズムバージョン、アルゴリズムモデルバージョン、コプロセッ

サバージョン、アプリバージョンが含まれます。 
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6.4 ネットワークサービス 

6.4.1 ネットワーク設定 

6.4.1.1 共通設定 

システムの IP アドレスを設定します。固定 IP アドレスの手入力と DHCP自動 IP取得機能に対応

してます。 

 

初期設定の IPアドレスは 192.168.1.19です。必ずデバッグ比較してコンピューターと機器のWANポ

ートが繋がっているようにしてください。 
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6.4.1.2 HTTPS証明書のインポート 

ワンクリックでHTTPS証明書をインポートできます。HTTPS証明書を証明書インポートのボックスに

ドラッグします。 

 

6.4.2 RTSP 転送 

RTSP 転送では転送サーバーポートを設定するだけで、可視光ビデオストリームを転送できます。例：

サーバーポートは 554、メインストリームアドレスは機器 rtsp：//機器 IP：554/stream1、サブストリームアドレ

スは：rtsp：//機器 IP：554/sec_stream1 と入力します。 

 

6.5 機器の保守 

6.5.1 ローカルアップグレード 

アップグレードファイルをローカルアップグレードボックスにドラッグすると、機器が自動でアップグレード状

態になります。アップグレード中は 1 回自動で再起動し、アップグレードが完了すると自動でシステムのト

ップページに入ります。 
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6.5.2 機器の保守 

機器の現在の運用状態を表示します。これには、ストレージ容量、ディスク容量、メモリ容量、スイッ

チングスペース、CPU 使用率、機器温度、運用時間及びシステム時刻の情報が含まれます。 

 

6.5.3 高度な保守 

高度な保守では機器に異常が生じたとき、技術サポートスタッフがワンクリックで機器パラメーター設

定をインポートできます。 

 

6.5.4 パラメーター情報 

[パラメーターをエクスポート]をクリックすると、ワンクリックで現在の機器の詳細な設定パラメーターを

エクスポートできます。 

 

この機能は機器に異常が生じた際、技術サポートスタッフによるトラブルシューティングをサポートすると

きにのみ利用できます。 
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6.5.5 定時再起動 

定時再起動機能では、機器に対して自動再起動計画を設定できます。自動再起動計画の再起

動日は、プルダウンメニューで月曜、火曜、水曜、木曜、金曜、土曜、日曜から 1 つ選択します。プルダ

ウンメニューの時刻は 0:00～24:00 に対応しています。 

 

再起動する日時を確定後、[設定を保存]をクリックすると、機器の再起動計画が保存されます。

定時再起動計画はワンクリックで有効または無効にできます。 

6.5.6 ワンクリック再起動 

[ワンクリック再起動]をクリックすると、機器が自動的に再起動します。注意：この再起動に可視

光カメラは含まれません。 

 

6.5.7 工場出荷時の設定に戻す 

[工場出荷時の設定に戻す]をクリックすると、システムが初期設定のパラメーターに戻ります。 
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注意：この機能の使用は慎重に行ってください。初期設定のパラメーターに戻すと元の設定には戻

せなくなります。 

6.6 ログ管理 

ログ管理モジュールは位置決めと機器状態のチェックに役立つために、B2 と RK のログダウンロード

機能が提供されます。 

 

[ログの選択]をクリックして、ダウンロードするログタイプを選びます。例えば、DEBUGログをダウンロー

ドするには、[変更を確定]をクリックします。このときにすでにダウンロードが必要なログが選択されていま

す。 
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[B2 ログのダウンロード]、または[RK ログのダウンロード]をクリックします。選択済みのログをダウンロー

ドします。 

備考：この機能が必要になるのは、システムに異常が発生した場合のみです。 

6.7 カメラ管理 

Ming Ji インテリジェント体温検知・分析システムのカメラには、可視光カメラとサーモグラフィーカメラ

がありますが、ここでは可視光カメラの管理について説明します。初期設定は工場出荷時にすでに完了

しているので、使用時に再設定する必要はありません。カメラ IP を変更する必要があるときは、カメラの

設定を再度行う必要があります。 

 

[編集]をクリックし、カメラ編集画面に進みます。 
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この画面ではカメラ名、メインストリーム、サブストリーム、備考の計 4 項目を変更できます。IP アドレ

スを変更するには、メインストリームとサブストリームの IPアドレスを変更するだけです。例えば、初期設定

の IP アドレス：193.169.2.9 を 10.1.2.145 に変更します。[保存]をクリックすると、この変更情報が保

存されます。[閉じる]をクリックすると、この変更情報は保存されません。 

注意 

初期設定の IP アドレスは 193.169.2.9です 

メインストリーム：

rtsp://admin:@193.169.2.9:554/user=admin_password=tlJwpbo6_channel=1_stream=0.sdp?real_s

tream 

サブストリーム： 

rtsp://admin:@193.169.2.9:554/user=admin_password=tlJwpbo6_channel=1_stream=1.sdp?re

al_stream 
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7. よくある質問とトラブルシューティング 

7.1 可視光カメラの設定 

注意：この方法は Windows OS のコンピューターにのみ適用されます。また、IE バージョンが 6.0 以

降であることを確認してください。IE 以外のブラウザを使用する場合、または ActiveX を実行する IE ブ

ラウザにWEB管理画面へのアクセスを許可しない場合は、設定の変更および映像ストリームの表示は

できません。 

ステップ 1：ネットワークケーブルを使って可視光カメラをコンピューターに接続します。 

ステップ 2：コンピューターの IP を可視光カメラと同じネットワークセグメントに変更します。可視光カ

メラの初期設定の IP は 193.169.2.9 ですので、コンピューターの IP は 193.169.2.200 に設定できます。

またサブネットマスクは 255.255.255.0 です。 

 



 

 38 / 48 

 

ステップ 3：以下のとおり、IE ブラウザを開いて ActvieX コントロールのオプションを設定します。 
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ステップ 4：アドレス欄にカメラの IP アドレス（193.169.2.9）を 193.169.2.9 と入力します。このコン

ピューターでカメラを使用するのが初めての場合は、ブラグインインターフェースのダウンロードを促す画面が

表示されます。プラグインをダウンロードしてインストールします。インストールが完了したら、IE ブラウザを再

度開き、カメラの IP アドレスを入力します。ログイン画面でユーザー名「admin」を入力します。パスワード

はありません。 

 

カメラの設定 

タイムゾーンと時刻を設定します。WEB 管理画面で、ナビゲーションバーの[装置設定] → [設定] 

→ [一般]をクリックしてタイムゾーンと時刻を設定します。設定後、[OK]をクリックします。 
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IP アドレスを設定します。WEB 管理画面で、ナビゲーションバーの[装置設定] → [設定] → [ネ

ットワーク]をクリックしてネットワークを設定します。設定後、[OK]をクリックします。 

 

カメラパラメーターを設定します。WEB管理画面で、ナビゲーションバーの[装置設定] → [設定] → 

[カメラパラメーター]をクリックしてカメラパラメーターを設定します。設定後、[OK]をクリックします。  

逆光の場合、BLC と DWDR を「開く」にすることでより良い画像が得られます。 
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7.2 ブラックボディの Bluetooth接続失敗 

まず、Bluetooth アンテナが接続されていることを確認します。 

次に、[ファームウェア]-[Bluetooth 設定]に表示されている MAC アドレスが、ブラックボディ下面のラ

ベルに記載の MAC アドレスと同じかを確認します。同じ場合、MAC アドレスを再入力します。 

それでも Bluetooth 接続ができない場合は、モニターとマウスをホストに接続します。右クリックしてア

プリページに戻ります。 
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[ペアマネージャー]を左クリックして利用可能なブラックボディを確認します。MAC アドレスと一緒にリ

スト表示されます。[ペアリング解除]を左クリックして Bluetooth のペアリングを解除します。  

ブラックボディ下面のラベルに記載の正しいアドレスを選び、左ダブルクリックしてペアリングします。 
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[システム設定]→[ファームウェア]→[Bluetooth 設定]で、現在ペアリングしている Bluetooth を確認

できます。 

 

7.3 ブラックボディの電池交換 

ブラックボディの上面と下面にはネジ穴が 2 つあります。ドライバーを使ってネジを外しま

す。電池カバーを外して、新しい電池に交換します。ブラックボディ 1 台は 2032 ボタン電池

1個で動きます。 
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7.4 Android システム言語設定 

マウスとモニター（HDMI ケーブルを使用）をホストに接続します。右クリックしてアプリページに戻り

ます。[設定]→[言語と入力]→[言語]→[言語の追加]をクリックし、リストから言語を選び、選択した

言語のソートアイコンを上部にドラッグすると、すぐに有効になります。 
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7.5 よくある質問 

1. Q：画像のみがキャプチャされて、体温が測定されない人がいるのはなぜですか？ 

A：顔が IR 画像生成の範囲外、可視光画像生成の範囲内にあるため、体温測定できないこ

とが原因です。可視光カメラの IR 画像生成のエリアに ROI を設定してください。 

2. Q：体温測定の結果が 5秒以上遅れるのはなぜですか？ 

A：おそらく、アルゴリズム設定の画像推薦ポリシーが最良画像推薦になっているため、トラックが

終了してから最終結果を推薦していることが原因です。定時画像推薦に変更してから、再度試し

てください。 

3. Q：ホワイトリストを作成してもホワイトリスト警告が出ないのはなぜですか？ 

A：ホワイトリストを作成したら、カメラ管理の画面で[編集]ボタンを押し、[展開済み顔ライブラ

リ]のホワイトリストを選択してください。これでホワイトリスト警告機能が有効になります。 

4. Q：服の上やスマホの顔写真がキャプチャされて、温度が測定されるのはなぜですか？ 

A：Ming Ji システムはライブ検知機能に対応していません。 
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5. Q：可視光画像が見当たらないのに、IR 画像が正常なのはなぜですか？ 

A：まず可視光カメラの電源とネットワークを確認してください。次に Ming Ji ソフトウェアのネット

ワーク設定を確認してください。システムをローカルで使用している場合は、DNS 構成が設定されて

いないことを確認してください。 

Q：IR カメラから定期的に音がするのはなぜですか？ 

A：この音は IR カメラの内部部品が数秒おきに校正していることで生じます。 

Q：可視光カメラが時間だけを表示して、画像を表示しないのはなぜですか？ 

A：おそらくレンズの口径とカメラ本体の間のケーブルが正しく接続されていないことが原因です。

このケーブルは上から下に接続されていなければなりません。 

 

図 7-1 可視光カメラの故障 
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図 7-2 レンズの口径とカメラ本体の間の正しいケーブル接続 


